
ユ
キ
ー
ー
ユ
サ

な
ど
t
A

切
ろ
。

間
代
は
行
光
一
大
正
三
年
二
月
H
X
は

加
州
住
際
際
行
先
と
切
る
。
こ
れ
に
て
跡
を
絶
っ
た

も
の
L
如
〈
、
新
刀
初
期
の
行
光
は
絶
無
で
あ
る
。

別
に
近
江
大
総
際
旅
行
光
延
従
三
年
二
且
日
於
越
中

旬
山
作
之
な
ど
t
A

切
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
組

中
消
光
の
二
股
牢
右
衛
門
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。

ユ
キ
ヤ
マ
コ
ウ
ザ
エ
モ
ン
行
山
茂
左
衛

門

加

賀
滞
の
歩
杭
門
で
、
政
治
十
偵
を
受
け
た
。
牒
左
術

門
付
小
川
忠
信
与
と
交
っ
た
が
、
必
ず
し
も
問
主
総

で
は
な
か
っ
た
。
然
る
に
元
治
尤
年
七
且
前
旧
民
事

の
退
京
し
た
時
、
近
習
用
人
山
森
椴
太
郎
の
単
位
を

資
め
、
将
に
不
同
胞
の
感
動
あ
ら
ん
と
し
た
の
で
、
十

月
諮
濯
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
後
父
州
出
他
二
年
腿
山
中
の
上

裕
し
た
時
、
浴
行
し
て
小
般
の
政
問
に
就
き
上
逃
し

た
が
、
直
に
金
仰
に
送
迎
せ
ら
れ
て
そ
の
門
誌
に
釧
し
、

次
い
で
公
厚
相
婦
の
縮
問
に
修
さ
れ
た
。
明
治
-
苅
年
大

政
令
に
よ
っ
て
附
時
を
散
さ
れ
、
姓
名
を
松
平
義
附

と
改
め
、
二
年
士
舗
に
復
し
品
仰
を
紛
せ
ら
れ
た
が
、

久
し
か
ら
ず
し
て
残
し
た
。

ユ
キ
ヤ
マ
主
力
ヨ
シ
行
山
毒
自

泊
料
栄
次
郎
・

主
計
・肪
揃
・同一

郎
。
詑
内
七
年
新
拾
に
列
し
、
ィ

三
年
新
知
凶
五
十
石
を
得
て
衣
小
怖
に
准
み
、
天
明

二
年
御
使
番
と
な
っ
て
一
泊
イ
.
冶
を
射
し
、
同
年
御
相

自
に
仰
じ
、
三
年
五
且
入
日
流
刑
を
命
ぜ
ら
れ
、
四

年
凶
且

H
一
日
能
資
』
片
山
村
に
設
定
、
保
十
五
人
扶

持
を
受
け
、
六
年
五
目
八
日
配
所
御
免
と
な
っ
た
。

ユ
キ
ヤ
マ
デ
ン
エ
モ
ン

行
山
億
右
衛
門

剛院長

七
年
前
川
利
長
に
仕
へ

、
融
一ニ一白
石
を
党
付
、
沈
永

十
一

年
間
目
し
た
。
そ
の
術
系
は
、
=
一
代
仰
右
衛
門
正

徳一
冗
担
夜
し
、
子
な
く
し
て
断
縦
し
た
が
、
支
族
は

世
止
九
時
附
に
仕
へ
た
。

ユ
キ
ヤ
マ
ナ
ガ
主
力

行

山
長
孝

辺
都
+士郎
・新

右
衛
門
。
武
は
杉
本
四
郎
右
衛
門
の
二
子
で
、
行
山

係
右
衛
門
に
廷
は
れ
た
も
の
。

初
め
艇
長
五
年
新
知

宵
石
を
党
け
、
十
九
年
小
将
聞
と
し
て
大
坂
仰
に
従

う
た
が
、
そ
の
組
の
中
に
凶
番
の
あ
っ
た
放
を
以
て

改
易
ゼ
ら
れ
た
。
凶
っ
て
長
孝
は
拠
村
凶
臓
の
郎
に

採
っ
て
、
十
二
且
凶
日
の
攻
療
に
活
動
し
、
凱
旋
の

後
復
制
す
る
を
得
、
又
笠
年
の
役
に
一

一
，
丸
で
首
級

ご
を
独
、
元
利
二
年
加
恩
を
併
せ
て
二
百
石
と
な
っ

た
。
見
永
巾
波
。

ユ
ギ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ニ
ン

遊
行
上
入

金剛
仰
の
時

宗
寺
院
は
玉
泉
寺
〈
初
部
副
寺
V

の
み
で
あ
る
か
ら
、

相
脱
政
仰
の
遊
行
上
人
が
巡
鋭
す
る
時
は
、
必
ず
こ

こ
に
流
印
刷
布
政
す
る
例
で
あ
っ
た
。

そ
の
文
献
に
見

え
る
も
の
付
、
見
永
五
年
に
第
三
イ
一
治
代
法
制
の
来

た
の
を
初
と
し
、広
文
十
一

年
に
筋
四
十
一
代
雨
門
、

一苅
称
元
年
に
第
四
イ
三
年
館
民
、
同
十
一
年
に
第
四

十
六
代
錯
続
、
正
樹
脂
三
年
に
第
四
十
九
代
一
法
、
手

保
十
三
年
に
第
沢
十
代
快
存
、
延
手
一
一
ん
年
に
第
五
十

一
代
紙
作
、
明
和
九
年
に
第
五
十
三
代
愈
如
、
寛
政

五
年
に
第
五
寸
四
代
岱
胎
、
文
化
十
二
年
に
第
五
十

抗
代
一
空
等
が
あ
っ
た
。
此
等
の
上
人
に
射
し
て
は

滞
の
符
辿
叫
憎
め
て
懇
切
で
、
必
ず
使
者
を
一
蹴
し
て
米

鋭
を
附
泌
す
る
例
で
あ
っ
た
。

ユ
グ
チ
ト
ウ
タ
ロ
ウ

湯

口
藤
九
郎

部
は

一
一車。

滞
の
老
院
本
多
氏
に
仕
へ
て
足
腕
に
班
し
た
。
明
治

四
年
十
一
且
叶
=一日抽
出
京
本
多
政
均
の
仇
nV
野
川
棚
吉

を
政
し
、
五
年
十
一
且
凶
日
自
獄
中
〕
命
ぜ
ら
れ
た
。

享
年
三
十
一
。

ユ
ザ
カ
ゲ
ミ
ツ
遊
佐
円
宜
光
辺
総
括
判
太
郎
。
約

光
の
ほ
山
で
、
政
光
の
嫡
男
。
天
正
五
年
上
杉
氏
に
民

と
な
っ
て
越
後
に
去
っ
た
。
荒
山
合
捗
記
に
、
天

E

J
l
年
地
引
殻
降
等
が
能
殺
に
佼
入
し
た
時
、
遊
佐
河

内
守
の
あ
る
の
は
か
の
採
太
郎
の
後
身
で
付
あ
る
ま

し，
刀
。

ユ
サ
テ
ラ
ウ
ド
遊
佐
騒
人

遊
佐
幻
光
の
子
。

一以
人
父
の
笹
せ
ら
れ
た
後
所
々
に
隠
れ
、
設
に
紺
屋

の
奴
と
な
っ
て
府
た
の
を
、
長
越
砲
の
侍
女
松
ケ
枝

が
夜
見
し
て
告
げ
た
。
辿
館
乃
ち
彼
が
怨
敵
約
光
の

協
で
は
あ
る
が
、
文
正
し
〈
己
の
酬
明
た
る
今
一
円相
て
、

伊
ひ
来
り
て
そ
の
子
好
辿
に
扶
持
せ
し
め
、
好
辿
の

死
後
に
及
ん
で
磁
人
に
百
行
を
、
そ
の
低
に
ご
一白
石

そ
奥
へ
た
。
昭
子
の
盟
後
二
人
の
知
行
を
合
は
せ
て

政
人
の
子
治
太
夫
に
奥
へ

、
治
太
夫
の
子
は
百
石
を

受
け
て
宇
野
偲
内
と
挺
し
た
。

ユ
サ

y
ウ
エ
ン

遊
佐
宗
回

お
山
氏
の
蛮
院
。

筑
名
不
詳
。
架
桝
路
文
哲
夫
文
二
十
蛇
七
月
叶
五
日

附
の
も
の
に
、
遊
佐
世
〈
作
守
約
光
の
闘
に
辿
附
帯
し
て

遊
佐
信
浪
人
滋
宗
闘
の
名
が
見
え
る
o
恐
ら
く
は
約

光
の
先
代
で
あ
ら
う
。

ユ
サ
ツ
グ
ミ
ツ

遊
佐
絞
光

逝
総
失
作
。

能
資

自
山
氏
の
図
。
そ
の
ぬ
は
天
文
十
四
年
山
山
部
日
約
裂

封
の
後
に
裂
い
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
約
光
が
泌
佐

一

族
の
統
領
で
あ
っ
た
時
代
を
娯
せ
ら
れ
る。

十
九
年

以
降
剣
先
は
湘
列
紺
春
の
勢
力
と
衝
突
し
、

H
二
年

加
賀
に
退
い
て
再
入
凶
の
策
を
講
じ
た
が
、
弘
治
元

年
漸
く
邸
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
是
よ
0
先
天
文
-
一

・1
年
出
制
約
は
家
を
義
綱
に
煎
っ
た
が
、
や
が
て
義
綱

に
非
行
が
多
か
っ
た
の
で
、
永
純
入
九
年
の
交
約
光

等
は
之
を
政
淫
し
て
子
義
院
を
擁
立
し
、
天
正
ご
年

中
油
隆
も
亦
釣
光
の
お
に
務
殺
せ
ら
れ
て
、
そ
の
子
容

王
(
叉
は
春
丸
)
が
裂
い
だ
。
春
王
は
引
に
諮
ふ
義
容

で
あ
る
。
次
い
で
五
年
上
杉
線
信
の
来
っ
て
七
陪
城

を
攻
め
た
時
、
約
光
は
諸
怖
と
共
に
防
戦
し
た
が
、

九
且
迭
に
謙
信
の
拘
誘
に
従
う
て
内
邸
し、
長
約
辿
・

綱
辿
等

一
族
を
笹
し
て
務
城
の
止
む
を
得
ざ
る
に
出
品

ら
し
め
た
。
戦
後
約
光
は
そ
の
孫
採
太
郎
農
光
を
筑

と
し
、
河
田
長
親
に
託
し
て
越
後
に
主
ら
し
め
、
己

3・

八
八
四

も
亦
か
の
凶
に
赴
い
て
諮
信
に
剥
し
た
が
、
謙
信
は

約
光
が
長
氏
の
深
仇
な
る
を
以
て
、
絶
叫官
に
侃
る
の

位
険
を
mO
ひ
、
官
〈
そ
の
地
に
間
ら
し
め
た
。
か
〈

て
六
年
=
一
且
に
至
。
、
ね
光
は
再
び
笛
里
に
入
っ
た

が
、
八
年
槻
到
奴
降
の
降
を
織
川
信
長
に
自
社
れ
、
九

年
三
周
信
長
が
-h
医
長
胤
・前山門
川
行
的
・
前

m利
家
を

訳
し
て
政
を
掌
ら
し
め
る
に
及
び
、
多
年
の
非
科
を

揺
れ
得
ざ
る
を
知
っ
て
迩
筒
し
、
治
に
臨
京
都
一
一
石

村
の
狂
言
刷
翁
新
沢
郎
の
家
に
治
附
し
た
。
長
一
池
間

乃
ち
之
を
求
め
て
、
約
光
・そ
の
子
山町光
・同
日
光
の
次

子
十
松
一
一
コ
出
処
松
・
約
光
の
次
子

伊
刈
孫
三
郎
・孫

三
郎
の
男
某
・遊
佐
M
M
門
・
片
山
三
郎
兵
衛
・
拠

mm

万
左
衛
門
光
宗
を
問問
、
彼
等
を
七
回
出
な
る
他
川
の
飢

に
刷
則
前
し
た
。

ユ
ザ
ヒ
デ
モ
リ

遊
佐
秀
盛
山
山
山
務
総
の
隠
。

遇
制
桝
採
右
衛
門
。
卜
一杉
家
文
書
巾
に
そ
の
名
.か見
え

る。
ユ
サ
モ
リ
Z
ツ

溢
佐
盛
光

沼
抑
制
孫
太
郎
・四
郎

左
衛
門
。
初
訪郡山一印
。
楽
作
約
光
の
鱗
男
。
弘
治
二

年
白
河
川
越
巾
に
逃
附
加し
て
ゐ
た
父
を
諌
め
て
白
山
中高

綱
の
山市川に
復
節
せ
し
め
た
。
昨
に
胤
均
十
六
訟
で
あ

っ
た
。
天
正
五
年
父
子
共
に
上
杉
総
信
の
則
前
に
郎

じ
て
長
氏
一
族
を
殺
し
、
七
賂
械
を
問削
都
世
し
め
た

が
、
長
辿
龍
が
融
制
間
信
長
の
後
援
を
得
て
勢
を
復
す

る
に
及
び
、
九
年
六
周
交
と
H
ハに
臥
軍
部
術
比
庄
二

石
村
狂
言
問
翁
新
一
丸
山
ゅ
の
家
に
限
れ
た
る
を
卸
へ
ら

れ
、
七
路
地
閉
館
に
於
い
て
刻
首
せ
ら
れ
た
。

ユ
ザ
ン
イ
ン

融
山
院

金制
印
刷
町
凶
寺
町
に
在
っ

て
、
凶
沼
山
と
鋭
し、

町
洞
宗
に
印
刷
す
る
。
元
利
丸

年
融
山
泉
川
耐
が
杭
山
左
衛
門
の
下
郎
に
建
主
し
、
見

文
七
年
州
民
の
時
今
の
地
に
移
っ
た
。
叫
岡
山
は
訟
山

寺
の
開
山
で
、
訪
寺
を
そ
の
隠
居
と
し
た
も
の
で
あ

守
合
。， 


